
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「動」のエネルギーを「静」の学びに変えて 

校長 澤井 稔 

新年度がスタートして怒涛のように過ぎ去った 2つの月を経て、暦は 6月を迎えました。 

ご存知のように、5月は学校全体が「動」のエネルギーに満ちあふれていました。全校生徒が一つになって駆け

抜けた運動会では、グラウンドに響き渡る歓声、真剣な眼差し、そしてお互いを称え合う拍手など、生徒たちの弾

けるような躍動感と確かな成長の姿を見ることができました。保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、温か

いご声援と多大なるご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

さて、大きな行事を終えた今、季節は移り変わり、間もなく恵みの雨をもたらす「梅雨」の季節がやってきます。

雨の日が増えると、どうしても日々の生活は室内が中心となり、心なしかどんよりとした空気を感じることもあるか

もしれません。しかし、私はこの梅雨の時期こそ、生徒たちが大きく内面的に成長するための「絶好のチャンス」で

あると捉えています。 

今月のキーワードは、「動」から「静」への鮮やかな切り替えです。 

運動会で発揮した、仲間と協力して一つの目標に向かって突き進むエネルギー（動）を、今度は自分自身の内

面とじっくり向き合い、机に向かって深く思考するエネルギー（静）へとシフトチェンジしていく。これこそが、この 6

月に田無一中の生徒たちに期待している姿です。 

特に今月は、今年度最初となる「定期考査」が控えています。1年生にとっては中学校生活で初めての定期テ

ストとなり、少なからず緊張や不安もあるでしょう。2、3年生にとっても、これまでの学習の成果を試す重要な節目

となります。雨の日の室内は、外の喧騒から離れ、自分の思考に集中するには最適な環境です。「雨が降っていて

外で遊べないから退屈だ」とネガティブに捉えるのではなく、「雨の音が心地よい BGM だ。今はじっくりと教科書

を読み込み、課題に向き合う時間（しずか＝静の時間）にしよう」と、視点を変えてみてほしいのです。 

学校生活における「動」と「静」のバランスは、車の両輪のようなものです。どちらか一方だけでは、豊かな人間

性や確かな学力は育ちません。運動会で仲間と高め合った絆や「やればできる」という自信を土台にして、今度

は一人一人が自らの課題に向き合い、地道に努力を積み重ねる。この「静」の時間にどれだけ深く根を張れるか

が、秋以降に大きな大輪の花を咲かせるための鍵となります。 

ご家庭におかれましても、この時期は体調を崩しやすい季節でもありますので、まずは規則正しい生活と十分

な睡眠を心がけていただけますようお願いいたします。そして、お子様が「静」のモードに入り、テスト勉強に集中

できるよう、温かく見守り、励ましの声をかけていただければ幸いです。 

雨粒がアジサイの花を美しく輝かせるように、この梅雨の時期の地道な努力が、生徒一人一人の知性と感性

を瑞々しく輝かせることを信じています。教職員一同、生徒たちの「切り替え」の第一歩を全力でサポートしてまい

ります。今月もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

西東京市立田無第一中学校 学校だより                 令和８年 ６月 ５日（金）発行 

 むらさきそう  西東京市立田無第一中学校  

    校 長   澤井 稔              

 （住所）西東京市南町６－９－３７   （電話）０４２－４６２－２８１１ 
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【 ３学年 修学旅行 】  （５月２２日～２４日） 

３学年は５月２２日から２４日にかけて、京都・奈良方面へ修学旅行に行きました。「思い出残そう 歴史

あふれるその町を 俺ら奈良、京都いう日を楽しめる」をスローガンに掲げ、仲間とともに充実した３日間

を過ごしました。 

１日目は奈良を訪れ、鹿との触れ合いを楽しみながら東大寺周辺を見学しました。その後、京都のホテル

へ移動し、夕食後には絵付け体験を実施しました。一人一人が工夫を凝らし、世界に一つだけの伝統工芸品

を完成させました。 

２日目は京都市内を班別行動で巡りました。事前に計画したコースに沿って寺社仏閣を見学し、古都京都

の歴史や文化に触れる貴重な機会となりました。夕食後には大江能楽堂を訪れ、能楽体験や演目「羽衣」の

鑑賞を通して、日本の伝統芸能への理解を深めました。 

３日目はタクシーによる班別行動を行い、京都の名所を見学しました。運転手の方々との交流を通して、

その土地ならではの魅力や温かさを感じることができました。 

3学年では、総合的な学習の時間で「西東京市との比較」をテーマに学習を進めています。修学旅行後はそ

の集大成として、京都・奈良で学んだ歴史や文化、まちづくりの工夫などをもとに、古都の魅力や地域の良

さを西東京市でどのように生かすことができるかという視点で事後学習を進めていく予定です。 

 

【 ボランティア募集（経営支援） 】  

 例年、地域の行事や小学校でのイベントのお手伝いなど、ボランティアを募集しています。誰かの役に立

ちたい、地域のためにできることをしたいという気持ちを、ぜひ行動につなげてみませんか。活動内容は、

地域の行事や小学校でのイベントの補助など、無理なく参加できるものが多いです。友だち同士での参加も

歓迎です。 

 ボランティア活動は、人のためになるためだけではなく、自分自身の成長にもつながります。小さな一歩

が、地域をより温かい場所にしていきます。自分たちでイベントができる、良い地域にしていきましょう。 

 

【 運動会 】  （５月３０日） 

 ５月３０日、爽やかな青空の下、運動会が開催さ

れました。今年度のスローガンは「繋心（けいしん）」。

仲間とのつながりを大切にしながら、一人一人が全

力で競技や応援に取り組む姿が随所に見られまし

た。今年度は新たに行進や綱引きが加わり、競技内

容が一部刷新されました。生徒たちは新しい種目に

も意欲的に挑戦し、運動会を大いに盛り上げていま

した。 

競技に全力で挑戦する姿、仲間へ惜しみない声援

を送る姿、そして互いを認め合う姿は、まさに今年

のスローガンである「繋心」を体現するものでした。

運動会を通して生徒たちは、協力することの大切さ

や、仲間とともに目標に向かう喜びを実感すること

ができました。この経験が、これからの学校生活の

中で大きな力となっていくことを願っています。 

 

 

 

 


